
 

 

 

 

    

太子町都市計画マスタープラン 

 

人と自然と歴史が交流し 

未来へつなぐ和のまち "たいし"  
＜概要版＞ 

 

 

 

平成 30年３月 

 

大阪府 太子町 



 

  



 

 

 

目 次 
 

1．都市計画マスタープランとは ............................................................................................................... 1 

１・１ 都市計画マスタープランの目的 ................................................................................................ 1 

１・２ 都市計画マスタープランの位置づけ ......................................................................................... 1 

１・３ 計画区域 ..................................................................................................................................... 1 

１・４ 計画期間 ..................................................................................................................................... 1 

１・５ 計画の構成 ................................................................................................................................. 1 

２．太子町の将来像 ................................................................................................................................... 2 

２・１ まちづくりの基本目標 ............................................................................................................... 2 

２・２ 都市フレーム（人口フレーム） ................................................................................................ 2 

２・３ 将来都市構造 .............................................................................................................................. 3 

３．都市づくりの方針 ............................................................................................................................... 6 

３・１ 土地利用方針 .............................................................................................................................. 6 

３・２ 都市基盤施設等の整備方針 ........................................................................................................ 9 

３・３ 環境・景観等の保全・形成方針 .............................................................................................. 15 

３・４ 市街地及び周辺地域の整備方針 .............................................................................................. 18 

３・５ 都市防災の方針 ........................................................................................................................ 21 

４．計画実現に向けた方策 ...................................................................................................................... 22 

４・１ 住民との協働によるまちづくりの推進 ................................................................................... 22 

４・２ 計画の進行管理 ........................................................................................................................ 22 

４・３ 見直しの方針 ............................................................................................................................ 23 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



1 

 

1．都市計画マスタープランとは 
1・１ 都市計画マスタープランの目的  

 

都市計画マスタープランは、都市計画法第

18条の２に基づき策定するもので、太子町の

都市計画分野での基本的な施策の方針を示

すものです。 

上位計画として大阪府が定める「都市計画

区域の整備、開発及び保全の方針」等の計画

に即し、太子町の将来像や、土地利用、都市

施設等に関する計画等のあり方を明らかに

するものです。 

本町では、平成20年に現行の都市計画マス

タープランが策定されて以来、都市計画やま

ちづくりを計画的に進めてきましたが、10年

が経過し、上位計画の見直しや本町をとりま

く社会情勢や環境も変化しています。 

また、平成28年３月には本町の将来像の総

合的な指針となる「第５次太子町総合計画」

が策定され、新たなまちづくりの方針が示さ

れたことから、都市計画マスタープランの改

訂を行うこととしました。 

現在、太子町においては、貴重な自然環境

や歴史環境を守りながら、安心して住み続け

られる、暮らしやすいまちを作り上げていく

ことが大きな課題となっています。 

本都市計画マスタープランは、このような

課題に対応し、土地利用や都市施設の整備、

環境等の保全・形成などといった都市計画の

総合的な指針を策定することを目的としま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1・２ 都市計画マスタープランの位置づけ  
 

本都市計画マスタープランは、都市計画法

第６条の２第１項による「都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針」や「基本構想(総

合計画)」等と調整を図りながら都市づくり

を進めていくものです。 

なお、市町村が定める都市計画は、都市計

画マスタープランに即したものでなければ

ならないものとされています。 

 

1・３ 計画区域          
 

本計画は、都市計画区域である太子町全域

を策定の対象としています。 

 

1・４ 計画期間          
 

本都市計画マスタープランは、おおむね20

年先を視野に入れつつ、おおむね10年後を目

標年度とします。 

 

1・５ 計画の構成         
 

都市計画マスタープランでは、太子町を取

り巻く環境を整理し、太子町の将来像及び都

市づくりの方針を示します。また、計画実現

に向けた方策を具体的に進めていくための

進行管理方法などを示します。 

1．都市計画マスタープランとは 
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２. 太子町の将来像 

 

２・１ まちづくりの基本目標   
 

本町は金剛生駒紀泉国定公園を背景に、豊

かな自然を身近に感じられるとともに歴史

的資源にも恵まれた環境にあります。 

また市街地は町の中心に位置し、コンパク

トにまとまっています。 

住民の意識においても、「人と自然が調和・

共生したまち」として評価されています。 

一方、近年社会情勢は大きく変化してきて

おり、少子高齢化・人口減少の潮流等は、本

町においても例外ではなく、これからは人口

の減少傾向を踏まえたまちづくりが求めら

れています。 

これらのことから、まちづくりの指標とな

る都市計画マスタープランの改訂にあたっ

ては、本町の有する既存資源を有効に活用し、

質の高い住環境と地域活力の向上を図るこ

とが重要と考えられます。 

以上の考え方に基づき、本都市計画マスタ

ープランでは、次のように「将来都市像」を

定めます。また、将来都市像を実現するため

「まちづくりの基本目標」を設定します。 

 

【将来都市像】  

 太子町都市計画マスタープランは、「第５

次太子町総合計画」における将来像を実現

していくための都市計画に関する基本的な

方針を示すものであることから、めざすべ

き将来の都市像については総合計画を踏襲

することとします。 

 

 

 

【まちづくりの基本目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２・２ 都市フレーム（人口フレーム） 
 

第５次太子町総合計画では、目標年である

平成 37 年の人口予測について、減少予測を

踏まえ、総合計画で策定された事業に取り組

むことで、人口フレームを次のように設定し

ます。 

 

  

人と自然と歴史が交流し 

未来へつなぐ和のまち"たいし" 

平成 37年 13,500人 

・既存資源を活かしたコンパクトなまちづくり 

・自然・歴史と調和した豊かな住環境をめざすまちづくり 

・交流とにぎわいが生まれるまちづくり 

・安心・安全に暮らし続けるまちづくり 

・協働によるまちづくり 

２. 太子町の将来像 
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２・３ 将来都市構造       
 
第５次太子町総合計画に掲げた「まちづ

くりの基本目標と土地利用の方針」を受

け、太子町都市計画マスタープランでは、

将来都市構造を次のように示します。 

 

(1)まちの構造 

①広域交流軸 

・軸の中心は南阪奈道路で、大阪都市圏や奈良

県とを結ぶ広域的な人流、物流、情報流を本

町に導き入れ、かつ町外へ発信する軸です。

南阪奈道路は、「平成の竹内街道」として、

関西国際空港を経由し、世界とつながる国際

交流の軸としてもその活用を図ります。 

 

②近隣交流軸 

・本町と近隣市町村とを結ぶ国道、府道等の軸

です。本町は南河内圏域に属しており、これ

まで近隣市町村と一体となった取り組みを

実施してきました。これからも引き続き連携

を強めていきます。 

・本町は大阪府と奈良県の境界に立地してい

るという特性ももち、奈良県の隣接市との間

には、竹内街道等を通して結びつきの歴史が

あります。また、現在は交流事業として「二

上サミット＊」の取り組みを行っていますが、

こうした他県の近隣市との連携を強化する

まちづくりを推進します。 

 

＊二上山をとりまく３市町（香芝市、葛城市、

本町）で、美化促進をはじめ道路問題など

共通する課題や共同事業について話し合

う場。 

 

③社会経済軸 

・大阪都心と太子町の中央ゾーンを結ぶ軸で、

近鉄上ノ太子駅方面に太子中央線が通って

います。この軸は、町への日常的な流入流出

（通勤通学）を担う重要な軸であり、本町の

玄関口ともなる軸で、今後、都心とのつなが

りを強化します。 

 

④生活歴史軸 

・中央ゾーンの東西方面の骨格となり、近鉄喜

志駅方面と結ばれる軸で、六枚橋太子線が通

っています。生活に関わる諸活動を担う重要

な軸であるとともに、歴史的な資源（叡福寺

等）を活かした交流などを展開する軸として、

今後、観光まちづくりの拠点を含めた整備を

推進します。 

 

⑤歴史軸 

・竹内街道を中心とした東西方向の軸と、「近

つ飛鳥博物館」・「竹内街道歴史資料館」を結

ぶ南北方向の軸であり、周辺に存在する歴史

資源等を活用し、本町の歴史アイデンティテ

ィ＊の演出を推進するとともに、地域特性を

活かした景観等の整備を推進します。 

 

＊アイデンティティの直訳は｢同一物である

こと｣であるが､まちづくりの分野では､ま

ちの個性や地域の特性の意味である。 

 

⑥山ノ辺軸 

・二上山の麓を南北に通る南河内グリーンロー

ドを中心とする軸であり、周辺に分布する観

光農園等の農業系の資源、スポーツ公園等の

レクリエーション系の資源を結び、農業振興

を基本として、田園風景の中でのレクリエー

ションの振興や体験学習の場として活用を図

ります。 

 

(2)土地利用 

①広域交流ゾーン 

・広域交流ゾーンは、太子インターチェンジ周

辺地域とします。インターチェンジを活用し

た広域的な人、モノ、情報の交流拠点の形成に

取り組みます。 

・既存環境との調和を重視しながら、環境に優

しい工場や流通、教育文化・研究機関などを誘

導します。 

・既存市街地の隣接地においては、公共施設整

備にあわせて、良好な市街地の形成に努めま

す。 

 

【広域産業拠点】 

この拠点は広域交流ゾーンの中心であり、人、

モノ、情報の交流など広域的な交通アクセスの

かなめとしての太子インターチェンジを活用

した新しい産業振興の拠点として整備を促進

します。 

 

②中央ゾーン 

・中央ゾーンは、太子中央線、六枚橋太子線、府

道美原太子線および国道166号の交わる周辺

地域とします。 

・既存市街地周辺は、本町の運営と交流の拠点

となる役場や万葉ホール、まちづくり観光交

流センター、太子・和みの広場などとともに歴

史資源の中核となる地で、叡福寺・二上山を結

ぶ結節点となっています。歴史・文化・観光拠

点などの機能の充実を図るとともに、六枚橋

太子線については本町の「顔」にふさわしい、

人が集い、にぎわいのある空間の整備に取り

組みます。 

 

【中心交流拠点】 

この拠点は役場、まちづくり観光交流センター

を中心とした住民の日常的利用に供する地域

で、現在の実質的な本町の中心です。近隣商業
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地域で、にぎわいのある中心としてふさわしい

景観や人が集えるように、公共公益施設を集約

的に配置した拠点として整備を推進します。 

 

【歴史・観光拠点】 

この拠点は聖徳太子御廟や叡福寺などがある

地域です。本町の歴史・観光の中心を担う地域

として位置づけ、太子・和みの広場を活用し、

観光の振興など新しいまちづくりを進める拠

点としています。 

 

③緑住ゾーン 

・緑住ゾーンは、磯長台・聖和台地区および西

側周辺地域とします。古墳や緑地が多く残り、

それらの保全や農業的土地利用との調整、自

然環境と調和した住環境の整備を推進します。 

 

④緑交流ゾーン 

・緑交流ゾーンは、本町の西側に位置し、平た

ん部に農地や住宅が展開しています。 

・府道美原太子線、府道柏原駒ヶ谷千早赤阪線

周辺の都市的土地利用に適した区域について

は、集客施設誘導地として、住民生活の利便性

の向上につながるよう取り組みます。また、隣

接市町との土地利用の整合を図り、広域的な

都市計画に努めます。 

 

【地域生活拠点】 

太子西条線、府道美原太子線、府道柏原駒ヶ

谷千早赤阪線周辺において、集客施設等都市

的土地利用に努め、生活の利便性を向上する

拠点として整備を促進します。 

 

⑤緑地環境ゾーン 

・緑地環境ゾーンは、府道美原太子線より南側

及び総合スポーツ公園までの周辺地域としま

す。総合スポーツ公園や既存の民間施設等の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域資源を活用したレクリエーションやグ

リーンツーリズム（＊1）、エコツーリズム（＊

2）などに取り組みながら、様々な手法の活用

などにより、農空間の活用方策を検討します。 

・竹内街道歴史資料館、葉室古墳公園、国史跡二

子塚古墳など歴史資源の集積地であり、地場

産品の案内と販売、観光や情報発信の機能を

備えた「道の駅」や竹内街道交流館などの施設

を活用し、本町の歴史の案内や地域経済の活

性化に取り組みます。 

 

＊1 農山漁村などに滞在し、農林漁業体験

や、その地域の自然・文化に触れつつ、

地元の人々との交流を楽しむ旅のこと 

＊2 自然環境や歴史文化を対象に、それら

を体験し学びつつ、その地域の環境と歴

史の保全に責任を持つ観光のこと 

 

【歴史・交流拠点】 

この拠点は竹内街道歴史資料館、竹内街道交流

館があり、また歴史軸が分岐、山ノ辺軸が交差

する地域で、本町の歴史と交流の中心です。地

場産品案内、休憩、情報提供機能を備えた「道

の駅」を活用した歴史・交流の拠点としていま

す。 

 

⑥自然レクリエーションゾーン 

・自然レクリエーションゾーンは、金剛生駒紀

泉国定公園を含む本町の東側周辺地域としま

す。近郊緑地保全区域や国定公園で構成され、

大阪府内でも貴重となった豊かな自然が保全

されている地域です。今後は、二上山、ダイヤ

モンドトレールなど魅力ある地域資源を活用

しながら、広く府民が親しみやすいレクリエ

ーション機能を高めるなど、みどりと調和し

た土地利用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：拠点整備箇所 

第 5次太子町総合計画 

土地利用の方針 広域産業 

拠点 

中心交流 

拠点 

地域生活 

拠点 
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図 将来都市構造図 
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３ 都市づくりの方針 

 

３・１ 土地利用方針       

 

現在の土地利用状況並びに自然環境、歴

史資源を考慮し、将来像の実現をめざし

て、次のように土地利用方針を定めます。 

 

(1) ゾーン別土地利用方針 

第５次太子町総合計画の「まちづくりの

基本目標と土地利用の方針」に即して、「広

域交流ゾーン」「中央ゾーン」「緑住ゾーン」

「緑交流ゾーン」「緑地環境ゾーン」「自然

レクリエーションゾーン」の各ゾーンの土

地利用方針を次のように定めます。 

 

①広域交流ゾーン 

広域交流ゾーンは、インターチェンジを活

かし、広域的な人、モノ、情報の交流拠点を

形成するゾーンとし、将来の土地利用を次の

ように方向づけます。 

・町のまちづくりの目標を達成するため、環

境に優しい工場や流通、教育文化・研究機

関などを誘導します。 

・インターチェンジ周辺での開発の進展に

あわせて、既成市街地の隣接地において、

良好な市街地形成の検討を行います。 

 

②中央ゾーン 

本町の行政的、歴史的、文化的中心となる

市街地とし、将来の土地利用を次のように方

向づけます。 

・市街化区域内の空閑地等においては、面的

な基盤整備により住宅系市街地の形成を図

ります。 

・市街化の進展が見込まれる市街化調整区

域については、農業との調整を図りながら、

都市計画制度の適切な運用などにより良

好な市街地への誘導を図ります。 

・既成市街地においては生活基盤整備を進

めつつ、良好な住環境等の形成・維持に努

めます。 

・陵墓や社寺仏閣など貴重な歴史文化遺産

を核とした良好なまちなみの継承に努め

ます。 

・幹線道路沿道については、小売店舗など、

にぎわいのあるまちなみの計画的な形成

に努めます。 

 

③緑住ゾーン 

住宅地周辺の歴史や文化的資源に恵まれ

た緑地環境を保全し、これと調和した快適な

住環境の維持・向上を図ります。 

・史跡や古墳をはじめとする、歴史的資源の

特性を踏まえ、市街地の周囲を取り囲む貴

重なみどりの保全を図ります。 

・農業基盤の整備を進めながら、良好な田園

環境を形成している農業的土地利用の保

全を図ります。 

 

④緑交流ゾーン 

市街地の隣接地や沿道など都市的土地利

用に適した区域について、農業との調整を図

りながら、低密度の土地利用を図るゾーンと

し、将来の土地利用を次のように方向づけま

す。 

・府道美原太子線、府道柏原駒ヶ谷千早赤阪

線周辺の都市的土地利用に適した区域に

ついては、地区計画制度の適切な運用など

により住民生活の利便性の向上につなが

る商業施設などの誘導に努めます。 

・骨格となる都市基盤の整備状況に応じて、

適正な都市的土地利用の誘導を図ります。 

 

⑤緑地環境ゾーン 

主として農業的及びレクリエーション的

土地利用を保全し、都市的土地利用は行わな

いものとし、将来の土地利用を次のように方

向づけます。 

・農業基盤整備などにより農業振興に努め

ながら、農用地区域を中心とした農地の保

全を図ります。 

・総合スポーツ公園や既存の自然資源、民間

施設等の地域資源を活用したレクリエー

ションやグリーンツーリズム、エコツーリ

ズムなどに取り組みながら、様々な手法の

活用などにより、適正な土地利用に配慮し

た、農空間の活用方策を検討します。 

・竹内街道歴史資料館、葉室古墳公園、国史

跡二子塚古墳などの歴史資源やレクリエ

ーション資源、また「道の駅」や竹内街道

交流館の活用、さらには、府立近つ飛鳥博

物館からの竹内街道への動線の創出など

により、観光的地域振興に取り組みます。 

・人口減少が続く中、集落の維持発展を図る

３. 都市づくりの方針 
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ための土地利用に努めます。 

 

⑥自然レクリエーションゾーン 

積極的にみどりの保全やレクリエーショ

ン環境の整備等を進めていくゾーンで、都市

的土地利用はできないものとし、将来の土地

利用を次のように方向づけます。 

・本町の特色ともなっている二上山など豊

かな自然環境の保全、みどりの育成を図る

とともに、観光レクリエーション振興に努

めます。 

・生き物の生息に配慮しながら、人と自然と

のふれあいの場の創出や歩行者系道路等

によるネットワーク化を図ります。 

 

(2) ブロック別土地利用方針 

ゾーニングに沿った具体的な土地利用を

推進していくため、各ゾーンを地形条件や

自然・歴史的特性、基盤整備状況等により区

分し、それぞれの土地利用方針を定めます。 

・市街地については３つのゾーンに分かれ

ていますが、空間として一体的に取り扱

うのが望ましいため、それぞれのゾーン

別土地利用方針を踏まえつつ、各ゾーン

のブロック別土地利用方針のあとに市街

地の具体的な土地利用方針を掲げます。 

・市街化調整区域については“市街化を抑

制する区域”という基本理念を堅持しつ

つ、それぞれのゾーン別土地利用方針に

基づき、みどり豊かで良好な土地利用の

継続に留意し、本町独自の資源や既存ス

トック（豊かな自然環境、既整備の基盤施

設など）を活かした土地利用を図ります。 

 

①市街地 

ア）住宅地 

・住宅地のうち聖和台、磯長台、いわき台

については、低層専用住宅地として、戸

建住宅を中心とする、現在の良好な住環

境を維持、保全していきます。 

・磯長台の周辺については、低層住宅や中

高層住宅を中心として、中高層住宅地と

しての良好な環境の保全、形成を促進し

ます。 

・太子中央線北部については、日常生活に

密着した幹線道路沿道に適した土地利

用を検討します。 

・その他の住宅地(一般住宅地)について

は、基盤整備の充実に努めながら、建築

物の規模や形態、屋外環境など、地区の

特性に配慮した良好な住環境の形成を

促進します。 

イ）商業・業務地 

・役場を取り囲む街区及びこれにつなが

る沿道については、中心商業・業務地と

して位置づけ、町の中心としてふさわし

い環境整備を図るとともに、にぎわいの

あるまちづくりを促進します。 

・太子中央線沿道南部（六枚橋太子線以南）

については、幹線道路沿道に適した業務

施設などの土地利用を検討します。 

ウ）空閑地（農地） 
・市街化区域内の空閑地（農地）について

は、地権者の意向を踏まえながら、宅地

化する農地と保全すべき農地に区分し、

宅地化する農地については、健全な市街

地の形成に努めます。 

 

②広域交流ゾーン 

ア）太子I.C.北(図のＡ－１：インターチ

ェンジ周辺誘導地) 

・周辺からの眺望の良い柏峰を保全する

とともに、環境にやさしい工場や流通施

設などの土地利用を誘導します。 

イ）太子I.C.東(図のＡ－２：インターチ

ェンジ周辺誘導地) 

・環境にやさしい工場や流通施設などを

誘導します。 

ウ）太子I.C.南東(図のＡ－３：インター

チェンジ周辺誘導地) 

・教育文化振興に役立つ施設、インターチ

ェンジを活かした集客施設、あるいは研

究機関などの土地利用を誘導します。 

エ）太子I.C.西(図のＡ－４：インターチ

ェンジ周辺誘導地) 

・農業との調整を図りながら、公共施設整

備にあわせた低密度のゆとりある良好

な新市街地や業務施設の土地利用を誘

導します。 

オ）府道香芝太子沿道(図のＡ－５：イン

ターチェンジ周辺誘導地) 

・インター周辺にふさわしい土地利用を

推進するため、周囲の土地利用動向をみ

ながら、幹線道路沿道に適した土地利用

を誘導します。 

カ）太子I.C南(図のＡ－６：田園保全地) 

・原則として、農用地区域を中心とした農

業的土地利用の保全を図ります。 

 

③中央ゾーン 

ア）上所(図のＢ－１：住宅・沿道系誘導

地) 
・幹線道路に適した地域活性化に寄与す

る土地利用や沿道型商業・業務施設など

地域振興に寄与する土地利用の誘導を
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図ります。 

また、既存集落地と調和した良好な住宅

の誘導を図ります。 

イ）叡福寺周辺(図のＢ－２：歴史環境等

保全地) 
・本町の歴史を特徴する地区であり、歴史

的環境等の保全、整備に努めるとともに、

周辺地域において景観法を活用して、安

全な歩行空間や景観に配慮したまちづ

くりに取り組みます。 

 

④緑住ゾーン 

ア）太子北１(図のＣ－１：歴史環境等保

全地) 

・史跡や古墳等の歴史的環境を守るため、

資源の特性を踏まえ、現況の土地利用を

保全します。 

イ）太子北２(図のＣ－２：緑住共生誘導

地) 

・人口フレーム及び本地区全域の土地利

用との整合を図りながら、一定の緑地及

び農地を保全し、あわせて田園環境と調

和する住宅、医療、福祉などに関連した

低密度の土地利用を誘導します。 

 

⑤緑交流ゾーン 

ア）太子南(図のＣ－３：緑住保全地) 
・現況の土地利用を保全します。府道美原

太子線沿道については、沿道型商業・業

務施設など地域振興に寄与する土地利

用の誘導を図ります。今後、府道柏原駒

ヶ谷千早赤阪線(山城バイパス)沿道に

ついては、整備状況等により周囲の環境

と調和した土地利用を図ります。 

 

 

イ）太子西１(図のＣ－４：緑住保全地) 

・幹線道路周辺については、沿道型商業・

業務施設などまとまりのある良好な都

市的土地利用（商業施設など）を誘導し

ます。 

ウ）太子西２(図のＣ－５：緑住保全地) 

・太子西条線の開通により、開発ポテンシ

ャルの高い区域となるため、良好な田園

環境との調和を図りながら、沿道型商

業・業務施設や公共施設も含めた計画的

なまちづくりを促進し、良好な都市的土

地利用（商業施設など）を誘導します。 

 

⑥緑地環境ゾーン 

ア）山田北(図のＤ－１：田園保全地) 

・原則として、農用地区域を中心とした農

地や山林など現況の土地利用を保全し

ます。 

イ）畑周辺(図のＤ－２：田園保全地) 

・農業基盤の整備に努め、農用地区域及び

天皇陵などの歴史的資源を保全します。

集落地及び周辺においては、集落環境の

維持発展に努めます。 

ウ）葉室南(図のＤ－３：歴史環境等保全

地) 

・国史跡一須賀古墳群や葉室古墳群など

の歴史的資源を保全し、環境整備などを

進めるとともに、現況の土地利用を保全

します。 

エ）葉室北(図のＤ－４：田園保全地) 

・農地及び天皇陵などの歴史的資源を保

全します。集落地及び周辺においては、

集落環境の維持発展に努めます。幹線道

路沿道については、沿道型商業・業務施

設など地域振興に寄与する土地利用の

誘導を図ります。 

  

図 土地利用方針図 

土地利用方針図 
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３・２ 都市基盤施設等の整備方針  
 

豊かな自然環境や歴史的環境を活かし、住

民の安全性と利便性を確保しながら、道路等

の交通基盤、公園・緑地、下水道並びに河川

等の整備、保全を図り、誰もが住みやすい快

適なまちづくりをめざします。 

また、周辺市町村との広域的な連携を進め、

都市基盤施設の相互利用を図るなど、より質

の高いまちづくりをめざします。  
(1) 道路・交通 

本町では、通勤・通学をはじめとする住民

生活の利便性や安全性の向上を図り、産業

活動の円滑化のため広域的な交通基盤の確

立をめざします。また、狭隘道路の整備、耐

震対策並びに歩行者の安全確保、高齢化社

会に対応した歩道設置やバリアフリー化に

努めます。 

 

①道路 

ア）国道・府道 

・南阪奈道路により関西国際空港や大阪

都心部、奈良県中和地域へのアクセスと

して新たな広域道路網が形成されてお

り、南阪奈道路は本町にとって重要な役

割を担っています。地域振興、災害時の

交通機能の確保、広域ネットワークの対

応により、今後、国・府などに対し４車

線化を要望していきます。 

・南北方向の交通軸の機能強化を図るた

め、府道柏原駒ヶ谷千早赤阪線（山城バ

イパス）の整備を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国道166号、歴史国道（国道166号）、府

道柏原駒ヶ谷千早赤阪線の計画的な歩

道整備を促進します。 

 

イ）生活道路等その他の道路 

・インターチェンジ周辺において、新たな

市街地形成にあわせ、幹線となる道路整

備の誘導を図ります。 

・市街地の狭隘道路については、交通面で

の機能強化を図るほか、防災性の向上を

図るため、住民の協力を得ながら拡幅整

備や交差部の改良に努めます。 

・集落内の主要な道路や地域間を結ぶ道

路については、地域の実情にあわせて改

良・整備に努めます。 

・歩行者の安全を確保するため、歩道の設

置や交差点改良などの道路構造の改善

に努めるとともに、信号機等交通安全施

設の整備を推進します。 

・主要な道路については、周囲の環境との

調和を図りながら、地域等との協力によ

り、植樹、植栽などによる緑化を進めま

す。 

・旧街道やそのまちなみの景観に配慮し

たうるおいのある道路空間の確保に努

めます。 

 

②公共交通 

・太子町における公共交通を取り巻く課題

の改善に向け、「太子町地域公共交通基

本計画」等を策定し、公共交通の充実を

図ります。 

都市計画道路太子西条線 
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図 都市計画道路等道路網図 
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(2) 公園・緑地 

「緑の基本計画」に基づき、住民の休息、

鑑賞、散歩、遊戯、運動、教養、その他レク

リエーションの用に供するとともに、生活

にうるおいを与え、かつ防災面の機能が担

えるよう整備、保全に努めます。本町では特

に、豊かな自然環境や歴史的環境の活用を

図りながら、人といきものに配慮した水辺

空間や歴史文化遺産周辺の環境づくりに努

めます。 

 

①都市公園・緑地 

・市街地の発展動向をみながら、街区公園等

住区基幹公園の適正な配置に努めます。 

・街区公園については、老朽化した施設の計

画的な改修を進め、公園施設の充実に努め

ます。 

・太子・和みの広場については、本町の歴史

文化特性を活かした地域振興、観光振興に

寄与する利活用に努めます。 

 

②その他の公園・緑地及び緑化 

・金剛生駒紀泉国定公園や近郊緑地保全区

域に指定されている二上山などの山林や

農用地区域に指定されている山麓部の果

樹園等のみどり、その他の法で位置づけら

れているみどりについては、本町を特徴づ

ける貴重な資源として、今後ともそれらの

保全に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、市街地周辺における快適な都市生活

において必要なみどりを確保する等、本町

を特徴づけるみどりの保全と活用、市街地

及び周辺におけるみどりの確保に努める

とともに、人と自然と歴史が共生できるま

ちづくりを推進します。 

・市街地において、うるおいのある環境づく

りを進めるため、古墳、社寺等のみどりの

保全を図るとともに、公共公益施設や街路

の緑化に努めます。 

・唐川をはじめ河川については、生態系に配

慮しながら、人と生き物にやさしい水辺空

間として維持・保全に努めます。 

・地域総合オアシス事業などにより整備さ

れた、ため池などを活かして豊かな水辺の

環境づくりに努めます。 

・国史跡一須賀古墳群や葉室古墳群など歴

史的資源が分布する地域については、適正

な緑地の保全に努めます。 

・ダイヤモンドトレール、歴史国道、河内ふ

るさとの道、ウォーキング・トレイル、道

の駅などと連携しながら、安全で気軽に散

策等を行うことができる歩行者空間のネ

ットワーク化を推進し、観光の向上につな

げます。 

・住民主体の緑化運動等環境づくりの促進

を図るため、啓発活動を進めながら、アド

プト制度等の活用を図っていきます。 

・地域住民参加による身近な公園・緑地の維

持・管理を推進します。 

 

都市計画公園宗門池公園 
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図 都市公園等配置図 
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(3) 公共下水道・河川 

下水道は、安全で快適な生活を営むため

に必要な施設であり、生活環境の改善、公共

用水域の水質保全及び浸水の防除を図るた

め、大和川下流東部流域関連公共下水道と

の整合を図りながら、公共下水道の整備に

努めます。また、治水レベルの向上を図り、

安全で良好な環境づくりを進めるため、河

川改修など総合的な治水対策を進めます。 

 

①公共下水道 

・市街化区域での下水はほぼ整備済みであ

り、今後、整備効果の高い区域から優先

的に住民の協力を得ながら、順次整備を

進めていきます。 

・浸水対策は概ね整備済みであり、さらに

必要整備箇所について検討します。 

・将来の市街化の動向を見据えながら、整

備計画の見直しを図り、計画的に公共下

水道整備を推進します。 

・下水道事業、費用負担に対する住民の理

解が得られるよう、積極的な啓発に努め

ながら、水洗化の促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②河川 

・太井川改修事業並びに飛鳥川改修事業を

引き続き促進します。 

・唐川砂防事業並びに急傾斜地崩壊対策事

業実施を大阪府へ要望していきます。 

・河川整備にあたっては、水辺のレクリエ

ーション機能に配慮しながら、水辺空間

などの水環境に配慮し、安全で快適な生

活環境の確保を図ります。 

・唐川ふるさと砂防事業完成に伴い設立さ

れた「唐川ホタルを守る会」の活動等に

より蛍の保護・育成を行い、生息域の良

好な自然環境の保全と向上に努めます。 

 

(4) その他の公共施設 

既設の公共施設については、将来の人口

分布や市街化動向に応じ、住民が快適で文

化的な生活を営めるよう、防災面やバリア

フリーなどに配慮しながら、機能の充実に

努めます。 

 

 

 

竹内街道交流館 
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図 公共下水道及び河川整備方針図 



 

15 

 

 ３・３ 環境・景観等の保全・形成方針 

 

住民が安全で健康的かつ快適な生活を営

むことのできる良好な環境を確保するため、

町の特性である豊かな自然環境と歴史資源

を大切に守りながら、人にやさしい環境づく

り、環境にやさしいまちづくりをめざします。

また、太子らしい景観の保全、形成を図りな

がら、地域特性の演出を推進します。 

 

(1) 環境の保全・形成 

山林、田園、市街地などにおける自然環境

の保全を図るとともに、人と生き物のふれ

あいなどを重視しながら、それぞれの特性

に応じた自然環境の復元、育成を進めます。

また、歴史資源を調査、研究し、その保全を

図り、歴史文化遺産を活かしたまちづくり

を進めていきます。 

市街地や集落地など生活の空間において

は、文化的でうるおいのある生活が営める

よう、自然環境や歴史資源を活かした住環

境等の形成に努めます。 

 

①自然環境 

・金剛生駒紀泉国定公園、近郊緑地保全区

域については、林業振興との整合を図り

つつ、自然環境の保全に努めます。 

・治山事業、治水事業など各種公共事業に

おいては、生き物の生息に配慮し、育成

型の整備を進めます。 

・市街地においては、古墳や社寺仏閣、農

地、斜面等のみどりの適正な維持管理を

促進します。 

・南河内地域における環境学習の拠点とし

て、ダイヤモンドトレールなどの維持管

理に努め活用を図っていきます。 

・学校や道路などの公共施設の緑地の充実

や適正な維持管理を図るとともに、民有

地における緑化の促進を図り、市街地に

おける自然環境の創出に努めます。 

 

②歴史的環境 

・文化財の整備、活用を図るため、史跡の保

存と環境づくりなどの整備を進めます。 

・日本遺産に認定された竹内街道について、

その歴史的意義を踏まえた修景やまちな

みなどの保全に努めます。 

 

・天皇陵や叡福寺など歴史文化遺産の散策

ルートとして整備を進めるとともに、修

景施設の維持管理を行います。 

・国史跡一須賀古墳群や葉室古墳群など歴

史的資源が集積している箇所について

は、二子塚古墳等との関連を踏まえ、近

つ飛鳥博物館や近つ飛鳥風土記の丘と一

体となった歴史的環境の保全、活用に努

めます。 

 

③生活環境 

・美しいまちづくり条例に基づき、ごみの

不法投棄等のない美しいまちづくりをめ

ざし、美化意識の啓発や美化運動の促進

に努めます。 

・河川の水質汚濁をはじめ、大気汚染、騒

音、振動などの公害を防止するため、大

阪府や関係機関の協力のもと、指導及び

規制の強化等に努めます。 

・道路、公園などの適正な配置、植樹の工

夫、照明施設の設置などによる見通しの

良い空間づくりなど、防犯に留意した生

活環境の確保に努めます。 

 

(2) 景観の保全・形成 

みどりと歴史につつまれた本町の特性を

活かし、太子らしい個性と魅力のあるまち

づくりを推進するため、景観法及び景観条

例に基づき、景観計画の策定など住民と行

政が一体となった景観まちづくりに取り組

みます。 

 

①自然的景観 

・本町のランドマークとなる二上山などの

山並みの保全を図るとともに、レクリエ

ーション空間等の整備にあたっては、周

囲の景観と調和するように努めます。 

・河川やため池などの水辺の景観を保全す

るとともに、住民が水と親しみ自然とふ

れあえる親水空間の創出に努めます。 

・良好な田園景観を形成している田畑、果

樹園などを、農業振興と連携しながら保

全、活用していきます。 
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②歴史的景観 

・点在する古墳や史跡等の特性に応じて、

歴史的景観の保全に努めるとともに、こ

れらを活かした地域づくりを進めます。 

・歴史資源を散策する道すじに残るまちな

みなど、趣のある景観の保全や周囲の環

境と調和した景観の形成を図ります。 

・六枚橋太子線の叡福寺周辺については、

景観法を活用し、住民と協働による叡福

寺を核とする歴史的景観のまちなみ保全

形成に努め、良好なまちなみを次世代へ

継承します。 

・失われつつある、又、埋もれた歴史資源

を掘り起こし、その活用に努めます。 

 

③都市的景観 

・主要な道路では、住民との連携を図りな

がら、みどり景観の軸として街路樹や植

栽などにより、良好な街路景観の創出を

図ります。 

・本町の玄関口となる近鉄南大阪線上ノ太

子駅前広場については、住民との協働に

より緑化を推進し、うるおいのある都市

景観を推進します。 

・住宅地においては、周囲の環境と調和し

た良好な景観が形成されるよう、地区計

画等により、家屋の形状や色彩、デザイ

ンなどの誘導に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集落地においては、建て替え等にあたっ

て、周囲の田園景観、歴史的景観と調和

した景観の保全、形成が図られるよう、

地域になじむ建て方などによる誘導に努

めます。 

・役場など主要な公共施設を核として、そ

の周辺を含め、活気にあふれた都市的景

観の形成に努めます。 

 

④誘導・規制及び推進体制等 

・建築物の誘導・規制、屋外広告物などの

規制を行うため、地区計画制度や建築協

定制度、緑地協定制度等の活用を図ると

ともに、条例の制定などを検討します。 

・景観づくりに関わる人、組織の連携や助

言、指導が行える体制づくりに取り組み

ながら、景観法に基づく景観計画の策定

を検討し、地域特性に応じた各種景観施

策の導入に努めます。 

・景観区域拡大へ向け、住民の景観保全・

形成に対する認識を高めるため、景観づ

くりの啓発活動を推進します。 

 

 

竹内街道 
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図 環境・景観資源分布図 
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３・４ 市街地及び周辺地域の整備方針  

 
将来人口等に対応しうる市街地の確保を

図るため、土地利用の方針に基づき、秩序

ある市街地の形成を計画的に進めていきま

す。 

 

(1) 市街地の整備方針 

市街地については、上位計画を踏まえた

うえで、次のような土地利用を誘導します。 

①低層専用住宅地 

聖和台地区については、「聖和台地区地区

計画」により戸建住宅を中心とした良好な住

環境の維持、保全に努めます。 

磯長台、いわき台等の戸建住宅を中心とし

た住宅地については、都市計画法、建築基準

法等の適正な運用に努めるとともに、地区計

画等各種制度の活用などにより、良好な住環

境の維持、保全に努めます。 

住宅地内の未利用地については、当該環境

に適した低層専用住宅等の誘導を図ります。 

太子中央線北部沿道における第一種低層

住居専用地域の用途について、住民生活に密

着した幹線道路沿道に適した土地利用のあ

り方について検討します。 

 

②中高層専用住宅地 

磯長台の周辺については、地形的な条件等

により、低層専用住宅地に及ばないものの、

戸建住宅を中心として良好な住環境が形成

されているところであり、今後とも山林等の

みどりを保全しながら、当該環境に適した中

高層の専用住宅の誘導を図ります。 

 

③一般住宅地 

低層専用住宅地や中高層専用住宅地を除

く住宅地については、狭隘道路など都市基盤

の整備に努めながら、建築物の規模や形態、

屋外環境など、地区の特性に配慮した良好な

住環境形成の誘導を図ります。 

叡福寺周辺地区については、「叡福寺周辺

地区地区計画」等により戸建住宅を中心とし

た良好な住環境の維持、保全に努めます。 

戸建住宅を中心とした住宅地で、良好な住

環境が形成されているところについては、地

区計画等各種制度の活用などにより、その維

持、保全に努めます。 

 

④商業・業務地 

役場を取り囲む街区及びこれにつながる

沿道については、中心商業・業務地として位

置づけ、町の中心としてふさわしい環境整備

を図ります。 

太子中央線沿道南部（六枚橋太子線以南）

については、幹線道路沿道に適した業務施設

などの土地利用を検討します。 

 

その他市街地の整備においては、以下の点

に配慮した整備を図ります。 

・市街化区域の空閑地（農地）において

は、地権者の意向を踏まえながら、宅地

化する農地と保全すべき農地に区分し、

宅地化する農地については、健全な市街

地の形成を図るため、地区計画制度など

の検討を行い、面的な整備事業等を促進

するとともに、道路計画等による都市基

盤の整備、誘導に努めます。 

・既成市街地や集落地で家屋が集積してい

るところでは、住民との協働による狭隘

道路の整備手法の検討など都市基盤の整

備に努め、良好な市街地への誘導を図り

ます。 

・近年空き家の増加が顕著になってきてい

ることから、「太子町空家等対策計画」

を踏まえ、空き家の利活用を含めた対策

に努めます。 

・開発指導要綱の適切な運用を図るととも

に、景観計画区域の拡大を行い、新たな

まちづくりの形成に努めます。 

・住環境の悪化を防止し、また良好な住環

境の維持、形成を図るため、都市計画

法、建築基準法等の適正な運用に努める

とともに、地区計画制度、建築協定制度

等の適切な運用を図ります。 

 

(2) 周辺地域の整備方針 

周辺地域については、土地利用方針に基

づき、次のような土地利用を誘導します。 

 

①新産業系誘導地 

インターチェンジを活かした新たな産業

機能を担う地区として、柏峰などの自然資源

や歴史的資源を保全しながら、工業系、流通

系、教育文化、集客施設、研究機関などの土

地利用を誘導します。 

 

②沿道系誘導地 

太子地区西側、府道美原太子線沿道につい

ては、沿道型商業・業務施設の適正な立地を

誘導し都市機能の向上を図ります。 

府道香芝太子線沿道については、インター

周辺にふさわしい土地利用を推進するため、

周囲の土地利用動向をみながら、幹線道路沿

道に適した土地利用を誘導します。 
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③住宅系誘導地 

太子中央線と府道美原太子線が交差する

付近については、幹線道路に適した土地利用

などの良好な新市街地や既存集落地と調和

した良好な住宅の誘導を図ります。 

 

④職住・農業誘導地 

市街地とインターチェンジの間の地区に

ついては、農業との調整を図りながら、公共

施設整備にあわせた低密度のゆとりある良

好な職住近接型の新市街地や業務施設など

の土地利用を誘導します。 

 

⑤緑住共生誘導地 

人口フレーム及び本地区全域の土地利用

との整合を図りながら、一定の緑地及び農地

を保全し、あわせて田園環境と調和する住宅、

医療、福祉などに関連した低密度の土地利用

を誘導します。 

 

⑥商業業務系誘導地 

太子地区西側、太子西条線周辺、府道美原

太子線周辺については、幹線道路を活かした

商業施設などまとまりのある良好な都市的

土地利用を誘導します。 

太子西条地区については、「太子西条地区

地区計画」により店舗を中心に周辺農地や既

存集落との調和のとれた幹線道路沿道型の

土地利用形成を図ります。 

 

その他周辺地域の整備においては、以下の

点に配慮した整備を図ります。 

・市街化調整区域のうち、幹線道路沿道、既

成市街地隣接地やインターチェンジ周辺

において、地区計画制度等の適切な運用を

行い、学校施設などの公共施設整備や、農

業環境との調整を図りながら、自然環境、

歴史文化遺産と調和のとれた市街地の形

成に努めます。 

・住宅系市街地の形成にあたっては、自然・

歴史的環境と調和し、かつ、ゆとりのある

良好な戸建住宅を中心として、定住に適し

た魅力ある住宅地の誘導を図ります。新た

な住宅地の形成にあたっては、周囲の環境

に配慮し、みどりを取り込みながら、質が

高い、ゆとりのある住宅地の形成に努めま

す。 

 

 

 

 

 

(3) 市街化調整区域における地区計画制度の運用 
市街化調整区域における地区計画制度の

運用については、総合計画における土地利

用の方針に基づき、本都市計画マスタープ

ランの土地利用方針に沿って位置づけされ

た区域において検討することとしています。 

検討にあたっては、大阪府の「市街化調整

区域における地区計画ガイドライン」及び

「太子町市街化調整区域における地区計画

ガイドライン」に基づき、適正な土地利用の

誘導を図ります。 

 

(4) その他の整備方針 

その他、本町の資源を活かしたまちづく

りを進め、まちの魅力向上を図ります。 

また、魅力ある自然・歴史資源について、

「太子町観光まちづくりビジョン」による

活用やＰＲを図り、交流人口の増大を図り

ます。 

 

①歴史環境等形成誘導地 

周辺の環境との調和を図りながら、歴史

資源等に隣接するみどりの保全や、これら

を活用するための公園、緑地等の適正な土

地利用の形成を誘導します。 

 

②自然・歴史資源の保全・活用地 

自然・歴史資源については、それぞれの土
地利用の中で適切な保全、活用を行うととも
に、周辺において土地利用を行うにあたって
は、その環境に配慮するものとします。 

 

③歴史的景観を活かしたまちなみ形成地 

六枚橋太子線の叡福寺周辺の景観法に基

づく無電柱化整備については、適切な維持

管理を図り、叡福寺を核とする魅力ある歴

史的景観のまちなみ保全形成に努めます。 

また、日本遺産に認定された竹内街道に

ついては歴史的景観の保全を図るため、ま

ちなみ形成に努めるとともに、「太子町観

光まちづくりビジョン」に基づき、観光ま

ちづくりの取り組みを行います。 
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図 市街地及び周辺地域の整備方針図 
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３・５ 都市防災の方針      

 

地震、台風、集中豪雨、火災などあらゆ

る災害に対応できる安全なまちづくりを進

めるため、「太子町地域防災計画」に基づ

き、防災に配慮した基盤整備や避難所及び

避難路の確保、治水対策などを進めていき

ます。 

・水辺空間、公園、緑地と連携したオー

プンスペースの確保や市街地内におけ

る建築物の不燃化促進を図り、広域火

災時の被害防止及び被害の拡大防止に

努めます。 

・公共公益施設について、「太子町公共

施設等総合管理計画」に基づいた公共

施設の計画的な整備、避難所としての

充実、狭隘道路の整備に努めます。 

・緊急時の避難活動が円滑かつ効果的に

実施されるよう、土砂災害情報相互通報

システムに基づき注意喚起を継続して

行います。また、地域主体の訓練実施の

働きかけなどを行い、地区防災計画の策

定の推進に努めるとともに、避難所、避

難路の安全確保対策を実施し、避難計画

等の検討を行います。 

・災害に強い市街地の形成を図るため、民

間建築物の耐震診断の促進啓発に努め

ます。 

・洪水調節機能などを確保するとともに、

その安全性を高めるため、ため池の保全

に努めます。 

 

 

  

図 緊急交通路等図 
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４ 計画実現に向けた方策 

 

４・１ 住民との協働によるまちづくりの推進  

 

都市計画マスタープランに掲げるまちづ

くりの計画は、住民や企業・ＮＰＯなどと行

政がそれぞれ役割分担を行い、連携しあって

進めていくことが大切です。 

本町においては現在、「唐川ホタルを守る

会」「花のあるまちづくりの会」など、アド

プト制度やボランティア活動による自主的

な取り組みが行われています。今後、これら

の活動を継続するとともに、活動の幅を広げ

る仕組みづくりなど、町の貴重な自然資源や

文化資源を活用した景観づくり、町の活性化、

また防災などの各部門において、住民と協働

の魅力あるまちづくりを進めていきます。 

 

・住民の景観意識の高揚を図るなど、住民

が環境を考えるきっかけとなる施策の

展開を図ります。 

・協働によるまちづくりを進めるため、地

域の課題に取り組む活動団体に対する

支援を行うなど、町会・自治会やＮＰＯ

などの様々な団体の参画による協働に

よるまちづくりを進めます。 

・自主防災・防犯活動、身近な都市公園の

清掃などの美化活動、その他各種のまち

づくり活動に関わる住民の自主的な組

織を育成し、地域活動の発展を図るため

の支援に努めます。 

・住民参加による身近な環境の保全、形成

を図るため、地区計画や建築協定、緑地

協定など各種制度の活用に努めます。 

 

 

４・２ 計画の進行管理      

 

本都市計画マスタープランで策定した都

市づくりの方針に基づく各施策を着実に実

行していくために、その進捗状況および実現

性を評価するため、ＰＤＣＡサイクル手法を

用いた進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②実行（Ｄo） 

・各施策の実施 

④改善（Ａction） 

・効果検証を踏まえた改善策の検討 

③評価（Ｃheck） 

・目標に対する効果の検証 

①計画（Ｐlan） 

・基本目標の設定 

・実施計画の策定 

４.  計画実現に向けた方策 
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４・３ 見直しの方針       

 

本都市計画マスタープランは、上位計画で

ある第５次太子町総合計画に即して、本町を

取り巻く社会情勢の変化、人口、土地利用動

向の変化などに対応し、必要に応じて適宜見

直しを行います。 

  

 

  H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

総

合

計

画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都

市

計

画

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン 

計画 

Plan 

            

実行 

Do 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

評価 

Check 

 

 

 ● ● 

 

● ● ● ● ● ● ● ● 

 

改善 

Action 

            

  

  

【第５次総合計画】 【第６次総合計画】 

前期基本計画 後期基本計画  

  

年度ごとに実施計画の策定 

  

事業の実行 

毎年度ごとに評価実施 

         

毎年度ごとに評価による実施計画の見直し 

改善による事業の実行 

都市計画審議会 
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